
　中泊町は、津軽半島の中央部を走る津軽山地の
西側に位置し、旧中里町と旧小泊村が平成17年
に合併して誕生した町です。中里地域の平野部は
稲作を中心とする農業が盛んで、小泊地域は平野
部が少なく西側は日本海に面しているため、漁業
が盛んな町です。
　小泊から竜飛岬をつ
ないでいる国道339号
線、通称竜泊ライン沿
いには高さ21ｍの滝
があり、７段の岩肌を
流れていることから七
ツ滝と名づけられたと
されています。夏は青
い空をバックにキラキ
ラ輝く水しぶきと共に
記念写真を撮影するスポットとなっています。
　中泊町の南に位置する五所川原市の津軽五所川
原駅から中泊町の中心部までを結ぶ津軽中里駅ま
では津軽鉄道が走っており、町民には欠かせない
存在となっています。夏は涼しげな音色を響かせ
ながら走る「風鈴列車」、初秋は秋の訪れを告げ
る「鈴虫列車」、冬は車内の暖房も兼ねた「ス
トーブ列車」で一面銀世界の中をゆっくり進み、
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のんびりした旅を味わうことができます。
　小泊沖で獲れる高級魚「津軽海峡メバル」を
使った中泊メバルの刺身と煮付け膳（愛称：中泊
メバル膳）は、メバルの刺身姿盛り、煮付け、潮
汁、イカソーメン、ご飯も含め地元の食材にこだ
わったご当地グルメです。現在８周年を迎え、
100,000食を達成した今も愛され続けています。

　また、令和３年には地元産トマトを使用したト
マト海鮮ラーメン（愛称：トマ鮮ラーメン）がデ
ビューし、トッピング食材も地元産を使用したイ
カ天かまぼこ、メバルソーセージなど他では味わ
えない一杯となっています。お土産品も充実して
おり、メバルの缶詰シリーズ、メバルのアヒー
ジョ「メバージョ」、メバルのシチュー「メバ
チュー」、メバルのアクアパッツァ「メバッ
ツァ」、メバルの粉末入り海鮮おかきなど豊富に
揃っています。
　一度メバルづくしの旅に訪れてはいかがでしょ
うか。

お問合せ先：中泊町水産商工観光課　Tel：0173-57-2111
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　上小阿仁村は、秋田県のほぼ中央部に位置し、
村の中央を「太平山」を源とする小阿仁川が流れ
る豊かな自然環境や水資源に恵まれた地域です。
上小阿仁村の総面積の約94％を占める森林は、
天然秋田スギ等の木材資源及び山菜、キノコ等の
特用林産物の供給源、重要な水源となっています。

美しく澄み切ったエメラルドグリーンの大錠渓谷
と萩形渓谷は、秋には色とりどりの紅葉と険しい
稜線に群立する天然秋田スギとの組み合わせが素
晴らしい自然散策スポットとなっており、また、
萩形キャンプ場の周辺はイワナ釣りの絶好のポイ
ントです。
　古くから「天然秋田スギの里」として広く知ら
れていたこの地域の、「上大内沢自然観察教育林」
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は、樹齢250年以上の天然秋田スギが700本以上
群立し、「森の巨木たち100選」のコブ杉や整備
された歩道があることから、観光や自然観察会の
会場、地域の小中学生の森林環境教育の場として
利用されています。
　「道の駅かみこあに」は、その日にとれた新鮮
な野菜や果実、山菜・キノコなどを取り揃えた産
直や名物料理馬肉の煮込みが有名です。お食事処
「秋田杉の館」は秋田スギをふんだんに使ってお
り、１番太い柱は樹齢300年の天然秋田スギです。

また、上小阿仁村の特産品「食用ほおずき」と、
ブルーベリーと同じ属科で黒紫色の小さな実の
「こはぜ（ナツハゼ）」を使用した加工品が数多
くあります。「ほおずき」は爽やかな酸味と甘さ、
「こはぜ」は独特の酸味が魅力で、幅広く好評を
得ています。上小阿仁村でしか味わえないおいし
さを堪能することができます。

お問合せ先：上小阿仁村産業課　Tel 0186-77-2221
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